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視点 3
　今
回
取
材
し
た
高
校
教
員
は
、
お
お

む
ね
改
革
案
に
賛
成
、
特
に
、
ど
の
入

試
区
分
で
も
学
力
を
問
う
こ
と
を
評
価

す
る
声
が
多
か
っ
た
。
代
表
的
な
声
は
、

「
一
部
の
大
学
で
は
A
O
入
試
は
名
前
を

書
く
だ
け
で
合
格
で
き
た
り
、
い
ま
ど

き
受
験
科
目
に
英
語
が
な
か
っ
た
り
す

る
。
こ
れ
で
真
っ
当
な
入
試
に
な
り
そ

う
だ
」
と
い
っ
た
も
の
だ
。

　
現
状
で
は
、
A
O
・
推
薦
入
試
で
早

期
合
格
し
た
生
徒
に
も
、
学
力
到
達
度

診
断
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験

さ
せ
る
高
校
は
少
な
く
な
い
。
今
回
の

新
入
試
の
方
針
で
も
、「
入
学
前
教
育

の
充
実
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
学
力

保
証
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
例
え
ば

「
総
合
型
選
抜
」
で
の
学
力
評
価
に
あ

わ
せ
た
入
学
前
教
育
の
例
が
あ
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
つ
い
て
は
、

「
主
体
性
も
思
考
力
も
表
現
力
も
あ
る

ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
生
徒
は
い
な

い
。
大
学
が
多
様
な
学
生
を
入
学
さ
せ

構成・文／編集部
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特集●質保証の入口としての入試改革

　ここ数年、センター試験をはじめ、大学の個別入試の英語もだいぶ変
化してきています。長文問題も、リスニング問題も、大量の文章を扱うよう
になっています。また、正解のない問い――例えば「自分の考えを述べよ」
といった問題も増えてきました。前者については時間内に大量の英文を
読んだり聞く力を育む練習をしたりしています。後者についてはアクティ
ブ・ラーニングで自分で考える力を養成しています。しかし、自分の意見な
どは、そのテーマの背景知識がないと、考えられないものです。今まで私大
文系志望なら、国英社の3教科だけ勉強すればよかったのが、これからは
文理融合的な知識が求められるということでしょう。教える側の教員も同
様です。他教科の教員に相談しながら授業に取り組むようになりました。
つまり、合教科型の教育に変わりつつあるのです。
　そもそも与えられた課題を時間内に処理したり、さまざまな知識・情報か

ら課題を解決するアイデアを出したりするなどは、社会に出てからも必要
な力でしょう。本校では、中学生の保護者からの「入試改革に対応した教
育」への期待に先んじて応えてきた結果、これからの社会で必要な力を生
徒に育むことができつつあるという実感があります。
　千葉大の理学部に進学した卒業生から、「大学の教科書が英語だった
ので、これからは英語が大切だからと、高校でがんばってよかった」という、
うれしい声をもらいました。大学は入試でなぜ４技能を問うのかを明らかに
し、入学後の教育でも、グローバル化に向けてどんな教育を行っているの
か、示してもらいたいですね。それが学びへの意欲につながるのですから。

入試改革対応が確実に
高校の教育を変えていく実感 山 崎 直 子  教諭

英語を軸とした学習指導に取り組む
昭和学院中学校・高校（千葉県）
進路指導部長

昭和学院中学校・高校▶千葉県市川市。1940年に昭
和女子商業学校として開校。2003年度に共学化。文
化系・運動系ともに全国レベルで活躍する部活動が多
い。進学先は、近隣の国立大ほか、私立は青山学院大、
学習院大、中央大、早稲田大など。

学
び
の
継
続
に
つ
な
が
る

入
試
改
革

外
部
英
語
検
定
を
足
掛
か
り
に

進
む
英
語
4
技
能
評
価
対
応

保
護
者
の
不
安
、期
待
に

ど
う
応
え
て
い
く
か

来
年
の
高
校
1
年
生（
今
の
中
学
3
年
生
）

か
ら
変
わ
る
入
試
制
度
。

高
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
、

対
応
を
し
て
い
る
の
か
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

高
校
現
場
の
入
試
改
革
対
応

〜「
値
踏
み
」の
評
価
か
ら「
支
援
」の
評
価
へ
の
転
換
に
期
待

た
い
の
な
ら
、
ぜ
ひ
各
々
の
い
い
と
こ

ろ
を
見
る
入
試
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」「
従

来
の
値
踏
み
を
し
て
い
た
評
価
か
ら
、

長
所
を
見
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
的
な
支
援

と
し
て
の
評
価
に
な
る
と
よ
い
」な
ど
、

と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
立
場

か
ら
の
期
待
は
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な

高
校
の
期
待
に
ど
う
応
え
る
か
は
、

ベ
ー
ス
と
な
る
視
点
で
あ
ろ
う
。
　

　
調
査
に
よ
る
と
、高
校
で
は
す
で
に
、

入
試
改
革
に
合
わ
せ
た
指
導
や
問
題
の

研
究
、
資
格
・
検
定
試
験
の
受
検
に
取

り
組
み
始
め
て
い
る
【
図
表
1
】。

　
特
に
外
部
英
語
検
定
試
験
の
受
検
は
、

9
割
以
上
の
高
校
で
実
施
し
て
い
る【
図

表
２
】。
た
だ
し
高
3
に
な
る
と
受
検
回

数
が
減
少
す
る
。
通
常
の
授
業
に
受
験

勉
強
、
模
試
受
験
も
加
わ
り
、
ま
た
運

動
部
の
生
徒
は
1
学
期
ま
で
は
大
会
が

あ
る
な
ど
、
負
担
が
大
き
い
か
ら
だ
。

　
ど
の
検
定
を
受
検
さ
せ
る
か
の
問
題

も
あ
る
。
高
校
教
員
が
選
ぶ
際
に
重
視

す
る
観
点
は
、「
指
導
要
領
に
沿
っ
た

出
題・難
易
レ
ベ
ル
」「
受
検
料
」だ【
図

表
3
】。
こ
れ
か
ら
入
試
に
検
定
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
大
学
は
、
こ
の
観

点
を
考
慮
し
て
選
ば
な
い
と
、
対
象
者

の
数
が
少
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
今
の
中
学
3
年
生
が
受
験
す
る
入
試

か
ら
新
ル
ー
ル
に
切
り
替
わ
る
た
め
、

中
高
一
貫
校
で
は
、
い
ち
早
く
入
試
改

革
に
対
応
し
て
い
る
。
英
語
を
例
に
取

る
と
、「
中
3
で
一
定
レ
ベ
ル
の
外
部
検

定
資
格
を
取
ら
せ
高
等
部
に
進
学
」「
中

1
か
ら
英
語
は
A
L
L
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
授
業
」
の
よ
う
に
、
大
学
並
み
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
そ
の
結
果
、
卒
業
生
か
ら
「
英

語
は
大
学
よ
り
高
校
の
ほ
う
が
レ
ベ
ル

が
上
だ
っ
た
」
と
い
う
話
も
出
る
。

　
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
提

供
す
る
か
、
入
試
だ
け
で
な
く
、
教
学

改
革
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　
中
高
一
貫
校
の
教
員
に
よ
る
と
、
中

学
生
の
保
護
者
の
新
し
い
入
試
に
対
す

る
不
安
は
大
き
く
、
だ
か
ら
こ
そ
「
中

高
一
貫
な
ら
ば
、
当
然
入
試
改
革
に
間

に
合
う
よ
う
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
英

語
4
技
能
対
応
の
ほ
か
、
学
力
の
3
要

素
に
対
応
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

（
模
試
）
を
導
入
し
、
3
要
素
の
育
成

成
果
の
確
認
を
す
る
高
校
も
出
て
き
て

い
る
。

　
大
学
と
し
て
も
、
現
行
入
試
ル
ー
ル

対
象
の
学
年
と
、
新
ル
ー
ル
対
象
の
学

年
で
は
発
信
す
る
情
報
を
変
え
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
だ
。

　
今
回
の
改
革
は
「
入
試
」
の
こ
と
だ

け
で
矮
小
化
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
高
大
接
続
の
中
で
考
え
る
べ
き
も

の
だ
。
多
く
の
高
校
側
の
課
題
は
、
社

会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
い
か
に
高
校
生

に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
将
来
を
考
え

さ
せ
る
か
だ
。「
高
校
教
員
も
社
会
の

動
き
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
教
育
に
取

り
組
ま
な
い
と
。
教
え
る
教
員
自
身
に

も
、
思
考
力
、
表
現
力
等
が
問
わ
れ
て

い
る
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
入
試
改
革
は
大
学
の

み
な
ら
ず
、
確
実
に
高
校
教
育
に
変
革

を
促
し
て
い
る
。

【図表３】「指導要領」「受検料」がポイント（複数回答）
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【図表２】9割以上が受検、高3になると回数は絞り込まれる
～学年別外部英語検定受検回数

【図表1】

52.1%
指導要領に沿った
出題・難易レベル

～生徒に外部英語検定の受検を勧める際、英語教員が重視する点
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入試改革への対応は進学校中心に進んでいる ～進学率別高校の大学入試改革への対応状況
四年制大学

進学率 ■ 力を入れて取り組んでいる+取り組んでいる ■ 今後取り組む予定

81％以上
61～80％
31～60％

81％以上
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31～60％

81％以上
61～80％
31～60％

81％以上
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31～60％

81％以上
61～80％
31～60％

81％以上
61～80％
31～60％

国での入試改革の検討状況
についての教員の理解の
促進・情報共有

大学入試で評価の対象となる
資格・検定試験などの受検の
奨励・指導

思考力・判断力・表現力を測る
テスト問題の研究

大学入試の英語の
４技能測定に対応した指導や
テスト問題の研究

「大学入学希望者学力評価
テスト（仮称）」の例として示され
たような記述式問題の研究

学習ポートフォリオなど多面的な
能力や学習履歴の把握・記録
に関する研究

科学オリンピックなど学校外の
各種大会への参加奨励・指導

0 20 40 60 80 100（％）
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25.9 54.6
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13.1 76.4

8.3 64.8

20.1 37.2
23.6 43.9

11.6 38.4

49.7 20.2
44.8 15.6

21.3 18.1

＊【図表１】「第６回学習指導基本調査」ベネッセ教育総合研究所調べ。2016年8月～9月実施。回答者は全国の公
立普通科の校長。サンプル数は４年制大学進学率81%以上：129人、61～80%：237人、31～60%：216人。

【図表２・３】「中学校・高等学校における英語教育や検定受験の実態調査」一般財団法人進学基準研究機構
（CEES）調べ。2016年6月～7月実施。回答者は高校の英語教員789人。


